






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した《Apple Mac Music Video》（2008）［図6］は、









































































































































































































ール校の学生による《LIPDUB - I Gotta Feeling 
(Comm-UQAM 2009)》はとくに評判になったビデ
オで、ブラック・アイド・ピーズ（The Black 












































図11　コネクテッド・ベンチャーズ社《Lip Dub - Flagpole 









ブリス（Rob Bliss）の監督した《Grand Rapids Lip 











































































《Happy from Harajuku Tokyo》（2014）［図⑫］は、
セレクトショップ創業者、プロデューサーやスタ






































































































































Google Street View in London》で、エディターズ






















































プッキー（Roel Wouters & Jonathan Puckey）が




























































































































図18　Herraiz Soto & Co.《Soy tu aire》（2009）
インターネット時代のミュージックビデオ
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ューの《Apple Mac Music Video》は当時のマッキ
ントッシュの画面を、川村真司と清水幹太の《映
し鏡》はさまざまなSNSの画面を取りこんでいた。


















Swag (REMIX) feat. ANARCHY, 般若》（2014）があ
る。スマートフォンでKOHHのライブを撮影して
図22　Merce Death、Genki Ito 、Rhizomatiks 、Qosmo《muse'ic 
visualiser》（2011）

















































　Fourclops & Brinton Bryanが制作したフォスタ













































































































ックビデオに、《Lambchild Superstar: Making 
Music in the Menagerie of the Holy Cow》（2018）
［図25］がある。この作品は、音楽を作曲する楽
しさを体験してもらうことを目的につくられてお
り、視聴者が動物園にいる生物を操作することで、
AR動画とMR動画
図24　テイラー・ハード《Old Friend》（2016）
図25　クリス・ミルク、ダミアン・クラッシュ《Lambchild 
Supersta》（2018）
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MR）も実現可能になっている。複合現実とは、仮
想現実（VR）と拡張現実（AR）を内包したもので、
現実と仮想現実がリアルタイムで混合する空間を
つくる技術である。2016年に誕生した「VRTIFY」
は、音楽に特化したVR動画のプラットフォーム
だが、AR動画とともにMR動画も可能である。
VRTIFY のデモ映像を観ると、自室の壁一面に映
像を貼り付けて観ることができたり、ライブ映像
から一人のミュージシャンを切り取って目の前の
テーブルの上に出現させたりできる。いまのとこ
ろMR動画によるミュージックビデオは存在しな
いが、今後ミュージックビデオはMR動画を取り
こんだものになっていくだろう。VR動画を使え
ば、ミュージックビデオをわたしたちの日常の延
長に出現させることができる。ミュージックビデ
オは、わたしたちの生活空間とより密接な関わり
をもつようになるだろう。
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